
作成日　　令和　　8年　　3月　　5日

平日 10 時 0 分から 18 時 0 分まで

学校休校日 9 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・

コミュニケーション

人間関係・社会性

職員の質の向上
● 定期的な研修： 月1回の全体会議や個別支援計画会議を通じ、児童情報の共有と支援技術のアップデートに努めます。

● 資格取得と環境整備： 職員の専門資格取得を支援し、質の高い療育を提供するとともに、働きやすい職場環境づくりを推進します。

主な行事等
● 社会体験： 工場見学や地域の施設見学、お買い物体験などを実施します。

● 季節の行事： 夏祭り、クリスマス会、収穫体験（園芸活動）などを通じ、豊かな感性と季節感を育みます。

家族支援

● 日々の活動報告： 送迎時にお子さまの様子や成長の瞬間を丁寧にお伝えし、ご家庭と情報を共有します。

● 定期面談（6か月に1回以上）： カウンセリングや面談を通じ、成長の喜びを共有し、保護者様の不安や課題に寄り添います。

● いつでも相談できる環境： 電話やメッセージでの相談窓口を設け、家庭での支援方法の提案など、パートナーとしてサポートします。

移行支援
● キャリアチャレンジ： 中高生を対象に、個別課題やワーク体験を行い、働くことへの興味と自立への自信を育てます。

● ライフスキルの向上： 金銭管理や家事スキルの練習、公共交通機関の利用体験など、将来の自立に必要な実生活スキルを養います。

地域支援・地域連携
● 公共施設の利用： 図書館や体育館、地域の公園を積極的に活用し、社会との繋がりを広げます。

● 包括的な支援： 地域の学校や相談支援事業所、医療機関と密に連携し、一貫した支援体制を整えます。

営業時間 送迎実施の有無 あり（片道30分以内を想定しています。）

支   援   内   容

本人

支援

● 自立に向けた生活スキル： 身だしなみ、食事マナー、片付けなど、日常生活のスキルを習得し、自信を持って過ごせるようサポートします。

● 健やかな生活の土台： 手洗いやうがいの習慣化、適切な休息の取り方を学び、毎日を元気に過ごすための基礎を築きます。

● 安全への意識： 交通ルールや災害時の避難方法などを、ロールプレイや街歩きを通じて実践的に学びます。

● 身体づくりの基礎： リズム体操やマット運動、微細運動（手先を使う活動）を取り入れ、自分の体を思い通りに動かす楽しさを体験します。

● 感覚の調整と統合： ボール遊びやサーキット運動などを通じ、感覚のバランスを整え、落ち着いて活動に取り組める土台を作ります。

● 個性に合わせた知育： 個別課題や知育教材を用い、集中力・記憶力・思考力をその子のペースで楽しみながら養います。

● 自己肯定感を高める支援： 成功体験を積み重ねることで、感情のコントロールや前向きな行動への意欲を引き出します。

● 温かい言葉のやりとり： 「ふわふわ言葉」を大切に、相手も自分も大切にできる言葉の選び方や伝え方を学びます。

● 対話のキャッチボール： スタッフが仲立ちとなり、お友達との適切な距離感や、自分の意思を相手に伝える力を育みます。

● 共感力を育むSST： 挨拶や自己紹介、感謝の表現を学び、集団生活の中での思いやりとルールを身につけます。

● 社会体験の擬似体験： お店屋さんごっこや公共施設利用のシミュレーションを通じ、社会で必要なマナーを楽しく学びます。

事業所名                                      放課後等デイサービス

スタジオみらい逗子
支援プログラム

法人（事業所）理念 子どもたちの喜びは、遊びの中から得られる新しい経験からよりたくさんの喜びを感じてもらうために、より多くの遊び(療育プログラム)の実施。

ひとつの遊びよりも、たくさんの遊びからの方が、より多くの新しいことができるようになり、より多くの可能性の発見につながります。

当たり前のことではありますが、これを保護者の方々だけで行うのは、・時間・コスト・精神力・体力的にも大変なことです。

スタジオみらいは地域の方々を含めた、たくさんの人たちの協力のもと、これを実現していきます。

まずは一人ひとりの興味を見極め、苦手なことは好きな遊びを通して伸ばし、好きなことは新たな遊びからさらに伸ばし、可能性の発見へとつなげていきます。

子どもたちと一緒に見つけた可能性を、児童発達支援管理責任者を含む療育スタッフが、”才能”へと結びつけます。

支援方針 ◆スタジオみらいが大切にしていること
①子どもたちの色々な可能性を発見する。
②子どもたちの可能性を伸ばし選択肢の幅を広げていく。
③どうしたらできる可能性があるのかを考えチャレンジする。
④自立に繋げる。
の４つを大切に療育活動を行っています。


